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四国中央市データ

　　2月末日現在（前月比）

人口  男　43,061人  （-22）

　　  女　45,347人　（-53）

　　  計　88,408人  （-75）

世帯　38,865世帯　  （-28）

特集

平成 30 年度施政方針

ありがとう川之江庁舎

川之江ふれあい交流センターが完成！

平成 30 年度組織機構

市役所電話番号一覧（ダイヤルイン）

表紙：「柏の木二世」記念植樹式で笑顔の児童、関係者のみなさん〔3/3（土）・松柏小学校〕※ 24 ページに関連記事

四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」
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平
成
30
年
度
施
政
方
針

四国のまんなか 人がまんなか

人を結ぶ 心を結ぶ あったか協働都市に向けて

交流と協働によるまちづくりを推進

市長

篠原　実

　

国
内
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
し
て
昨
年
開
催
さ

れ
た
え
ひ
め
国
体
で
は
、
準
備
か
ら
運
営
ま
で

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
頂
き
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
８
月
末
に
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
す
。

本
庁
方
式
の
移
行
に
よ
り
組
織
機
構
の
改
編
を

行
い
、
地
域
振
興
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

特
化
し
た
部
署
を
設
け
、
国
体
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
多
様
な
資
産
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
移
転
な
ど
に
伴
い
取
り
壊
す
こ
と
と

な
る
旧
伊
予
三
島
市
と
旧
川
之
江
市
及
び
合
併

後
の
本
市
の
発
展
を
永
年
支
え
て
き
た
本
庁
舎

と
川
之
江
庁
舎
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
先
人
の
地
域
を
愛
す
る
情
熱
が

込
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
気
持
ち
を
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
や
川
之
江
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
、
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
拠
点
整
備
が

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
完
成
後
は
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
市
民

の
財
産
と
し
て
の
実
感
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
主

な
重
要
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
活
性
化　

土
居
町
の
津
根
工
業

団
地
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
工
事
に
着
手
し
企

業
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。
三
島
川
之
江
港
の
整

備
促
進
や
11
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
延
伸
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実　

東
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
平
成
31
年
２
月
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
新
宮
小
規
模
特
認
校
は
、
さ
ら
に
特

色
あ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
特
別
支
援
学
校

分
校
誘
致
は
既
存
の
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用

し
た
開
設
を
考
え
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
元
の

声
を
受
け
止
め
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。
本
市

初
と
な
る
幼
保
連
携
型
の
土
居
東
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
安
全
・
安
心
の
確
保　

自
主
防
災
組
織
連
携

協
議
会
を
中
心
に
消
防
団
や
地
域
団
体
と
の
連

携
、
防
災
士
の
養
成
に
よ
り
地
域
防
災
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化　

川
之
江
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
と
も
に
平
成

31
年
度
完
成
を
目
指
し
、
金
生
公
民
館
の
建
設

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
市
民
文
化
ホ
ー
ル　

開
館
記
念
事
業
や
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
具
体
的
な
計
画
策
定
を

進
め
ま
す
。

○
東
予
東
部
圏
域
振
興
イ
ベ
ン
ト　

平
成
31
年

度
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
地
元
の
機
運
醸

成
を
図
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
は
、
第
二
次
総
合
計
画
の

４
年
目
、
前
期
基
本
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を

迎
え
ま
す
。「
四
国
の
ま
ん
な
か　

人
が
ま
ん
な

か
～
人
を
結
ぶ　

心
を
結
ぶ　

あ
っ
た
か
協
働

都
市
～
」
の
実
現
に
向
け
、
交
流
と
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
一
歩
一
歩
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
平
成
30
年
２
月
27
日
市
議
会
定
例
会
本
会
議
）



主
な
重
要
施
策

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

　
特
別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
の
負
担
軽
減
は
も
と
よ
り
、
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
「
一
緒
に
い
て

当
た
り
前
」
と
い
う
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
特
別
支
援
学
校
の
分
校
誘
致
に
向

け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
元
の
声
を
受
け
止
め
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

新
宮
小
規
模
特
認
校
は
今
年
度
、
児
童
・
生

徒
の
総
数
が
51
名
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
は
、
実
に

13
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、
地
域
創
生
の
核

と
な
る
学
校
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に
特
色
あ

る
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

土
居
東
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
は
、
平

成
31
年
春
の
完
成
を
目
指
し
、
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
確
保

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
７
年
が
経
つ
な

か
、
そ
の
悲
惨
な
記
憶
が
市
民
の
皆
さ
ま
の

脳
裏
か
ら
若
干
薄
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

一
度
、
防
災
意
識
の
確
立
、
対
応
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
主
防
災

組
織
の
中
核
的

存
在
と
な
る
防

災
士
の
養
成
や

活
動
推
進
に
も

積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

４
月
オ
ー
プ
ン
の
川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
、
三
島
地
区
と
中
曽
根
地
区
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
事
業

を
本
格
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
設
立
を
は
じ

め
、
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
計
画
の
策

定
を
行
い
、
特
色

あ
る
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
初
と
な
る
内
陸
型
工
業
団
地
の
形
成
に

向
け
た
土
居
町
の
津
根
工
業
団
地
造
成
事
業

は
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
い
て
、

着
工
に
向
け
て
の

見
通
し
が
立
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
今

年
度
は
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に

造
成
工
事
に
着
手

し
、
立
地
を
希
望

す
る
企
業
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ

う
用
地
の
分
譲
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
四
国
の
ま
ん
な
か
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
た
交
流
の
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
開
館
記
念
事
業
や
、
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
事
業
の

具
体
的
な
計
画

の
策
定
を
進
め
、

開
館
へ
の
期
待

感
を
高
め
る
こ

と
の
で
き
る
事

業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、

円
滑
な
開
館
に

つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
平
成
31
年
度
に
県
と
東
予
東
部
の
三
市
並
び

に
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
し
て
、
東
予
東
部
圏

域
振
興
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
山
の
自

然
や
も
の
づ
く
り
、文
化
資
産
な
ど
を
活
用
し
、

東
予
東
部
圏
域
内

の
観
光
振
興
を
図

る
も
の
で
、
今
年

度
は
、
実
施
詳
細

計
画
の
策
定
と
広

報
宣
伝
、
地
元
の

機
運
醸
成
を
図
る

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

市
民
文
化
ホ
ー
ル

東
予
東
部
圏
域
振
興
イ
ベ
ン
ト

土居東認定こども園イメージ（土居町津根）

市民文化ホール（イメージ）

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
強
化
や
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
備
え
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
た
め

に
建
設
に
取
り

組
ん
で
い
る
新

庁
舎
は
、
８
月

末
に
完
成
予
定

と
な
っ
て
お
り
、

９
月
か
ら
新
庁

舎
で
の
業
務
開

始
に
向
け
て
整

備
を
進
め
ま
す
。

新
庁
舎
建
設

新庁舎エントランス（イメージ）（土居町津根）

津根工業団地造成予定地

地域コミュニティ活性化事業発表会 市防災訓練

土居三山



　　　

▲現在の川之江庁舎〔昭和 32 年 7 月に建設された市庁舎旧館（左側 2階建て）と昭和 49 年 7 月に増築さ
　れた市庁舎新館（右側 5階建て）〕

60 年間　ありがとう。
　　　　そして、さようなら。

四国中央市川之江庁舎閉庁特集

　昭和 32 年 7 月に建設された市庁舎（旧館）と昭和 49 年 7 月に増築された新館は、完成か

ら 60 有余年が経過し建物が老朽化していること、また現在の敷地内に金生公民館を建設する

ことから、4月から解体工事に着手することとなりました。

　そこで長きにわたり旧川之江市、四国中央市の市政発展を見届けてきた川之江庁舎に、感

謝と別れを惜しみつつこれまでを振り返ります。

▲昭和 32 年 7 月に建設された市庁舎（現在の旧館）

▲昭和 45 年 4 月当時の各課配置図（旧館）

▲昭和 43 年の議会の様子（現在の旧館）

▲合併を議決した平成 15 年 9 月の定例議会の様子（新館）



　　　

①庁舎に隣接する消防署に救
　急車第 1号を購入

川之江庁舎の歴史
昭和 29 年 11 月 川之江町、金生町、上分町、金田村、

川滝村、妻鳥村の 6 町村合併により

川之江市誕生

昭和 32 年 7 月 現在地に市庁舎（旧館）完成

昭和 49 年 7 月 市庁舎（新館）完成

昭和 49 年 11 月 市民憲章制定

市の花に「菊」木に「松」を選定

昭和 56 年 12 月 市庁舎東側に文化センター完成（写真②）

昭和 56 年 12 月 市庁舎 2階に防災行政無線局開局

（写真③）

昭和 59 年 3 月 市庁舎 1 階に大気汚染常時監視システム

完成（写真④）

平成 5 年 7 月 市庁舎東側に保健センター完成（写真⑤）

平成 16 年 4 月 川之江市、伊予三島市、宇摩郡土居町、

宇摩郡新宮村の合併により、四国中央市

川之江総合支所となる（写真⑦）

平成 20 年 4 月 市庁舎3階と4階に商工会議所移転（写真⑧）

市庁舎 5 階をレンタルオフィスとして貸し

出し開始

平成 30 年 3 月 市民窓口センターが文化センター 1 階に

移転

閉庁式挙行平成30年3月30日

昭和 35 年 5 月 市庁舎横に隣保館完成

昭和 37 年 3 月 市庁舎に隣接して消防庁舎完成

昭和 43 年 10 月 交通事故の急増に備え救急業務開始

（写真①）

昭和 56 年 2 月 文化センター建設工事着工

平成 16 年 2 月 川之江市閉市記念式典（写真⑥）

▲市制施行祝賀記念行列
（昭和 30.5 市庁舎前）

▲昭和 39 頃の窓口風景

③防災行政無線局の開局でテープ
　カットをする石津榮一市長と佐
　藤傳市議会議長（庁舎 2階）

⑤市庁舎の東側に建設された保健
　センター

⑦平成 16.4.1
　四国中央市川之江総合支所開庁式

⑧平成 20.4.1 庁舎 3 階に商工会議所が
　移転

②市庁舎の東側に建設された文化センター

④デジタル表示板の始動　
　スイッチを押す石津榮　
　一市長（庁舎 1階）

⑥市旗をケースに納める石津隆敏市長と
　森實静夫市議会議長

▲合併前は各町村役場が置かれていた。
　写真は川之江町役場

平成 30 年 1 月 商工会議所が旧保健センターに移転



川之江ふれあい交流センターが
完成しました！

川之江ふれあい交流センター　28-6247

川
之
江
児
童
館
は
川
之
江
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
の
遊
戯
室
へ
機
能
移

転
し
ま
す

　

新
し
い
遊
戯
室
で
は
子
ど
も
や
そ

の
保
護
者
が
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。
今
ま

で
児
童
館
を
利
用
し
て
い
た
方
は
も

ち
ろ
ん
、
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
も

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
遊

戯
室
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○所在地
　川之江町 4069 番地 1
○敷地面積　5,517.51 ㎡
○建築面積　1,834.78 ㎡
○延床面積　2,937.24 ㎡
○構造
　鉄筋コンクリート造
　一部鉄骨造 2階建て

建物概要

大会議室

調理室

遊戯室
和室

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
川
之
江
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
連
携
の
拠
点
と
し
て
、
川
之
江
公

民
館
、
川
之
江
児
童
館
、
川
之
江
老

人
憩
い
の
家
、
川
之
江
老
人
つ
ど
い

の
家
の
施
設
機
能
及
び
、
か
わ
の
え

高
原
ふ
る
さ
と
館
の
貸
館
・
講
座
機

能
を
集
約
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
集
い
、
交
流
で
き
る
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、防
災
・

備
蓄
倉
庫
も
備
え
、
地
域
の
防
災
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
３
０
０
人
収
容

の
大
会
議
室
、
遊
戯
室
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
室
、
調
理
室
、
工
作
室
、
防
音
多

目
的
室
な
ど
合
わ
せ
て
13
の
部
屋
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
遊
戯
室
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
幼
児
・

児
童
や
高
齢
者
に
開
放
し
、
こ
れ
ま

で
の
川
之
江
児
童
館
や
川
之
江
老
人

憩
い
の
家
と
同
様
の
形
態
で
ご
利
用

し
て
頂
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
川
之
江
公
民
館
、

川
之
江
児
童
館
、
川
之
江
老
人
憩
い

の
家
、
か
わ
の
え
高
原
ふ
る
さ
と
館

で
実
施
さ
れ
て
い
た
自
主
サ
ー
ク
ル

や
講
座
、
定
例
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
が
、
今
後

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
見
直
し
も
行
い
な
が
ら
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
貸
館

の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各

種
団
体
の
ほ
か
市
民
の
皆
さ
ま
、
幅

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

★

＜位置図＞

愛媛県紙パルプ
工業会館

市民会館
川之江会館

考古
資料館

紙のまち
資料館

川之江ふれあい
交流センター

4 月 2 日（月）業務開始



階 室名
使用区分

午前 9時から
午後 5時まで

午後 5時から
午後 10 時まで

1階

大会議室 1,600 円 2,000 円
遊戯室 　400 円 　500 円
会議室 1 　200 円 　250 円
会議室 2 　200 円 　250 円
調理室 　300 円 　400 円

マッサージ室 　200 円 　250 円
相談室 　100 円 　100 円

2 階

会議室 3 　400 円 　500 円
会議室 4 　200 円 　250 円

防音多目的室 　200 円 　250 円
工作室 　300 円 　400 円
和室 1 　200 円 　250 円
和室 2 　200 円 　250 円

【料金は全て 1時間当たり】

会議室等使用料金表

※減額・免除や加算などがありますので、詳細は
お問い合わせ下さい　

川之江ふれあい交流センター講座生を募集します！

講座名 講師 日時 対象者 定員

木工 神田啓太郎さん・石村好和さん 毎月第 2・4土曜日　13：30 ～ 15：30 18 歳以上 25 名
陶芸 守谷英雄さん・松村篤子さん 毎月第 1・3日曜日　 9：30 ～ 11：30 18 歳以上 25 名

ふれあい陶芸 松村篤子さん・平田玲子さん 毎月第 2・4土曜日　 9：30 ～ 11：30 18 歳以上 25 名
油絵 谷　晶子さん 毎月第 1・3土曜日　13：30 ～ 15：30 18 歳以上 25 名

女性のための囲碁 山口政雄さん 毎週木曜日　　　　 13：00 ～ 15：00 18 歳以上女性 12 名
生きがい木工 神田啓太郎さん・石村好和さん 毎月第 1・3火曜日　13：30 ～ 15：30 60 歳以上 25 名
まんが似顔絵 藤岡つよしさん 毎月第 1・3土曜日　10：00 ～ 12：00 ー 20 名

■
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

　

め
の
講
座
「
陶
芸
講
座
」「
盆
栽
講

　

座
」
受
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

　
「
陶
芸
講
座
」
毎
月
第
１
、３
水
曜

日　

13
時
～
16
時　

　
「
盆
栽
講
座
」
毎
月
第
１
、３
金
曜

日　

13
時
～
16
時

※
開
講
日
時
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階　

工
作
室

　

60
歳
以
上
の
方

　

随
時
受
け
付
け

　

無
料
（
材
料
費
な
ど
実
費
）

　
「
陶
芸
講
座
」
松
村
篤
子
さ
ん

　
「
盆
栽
講
座
」
深
川
達
郎
さ
ん

※
４
月
か
ら
１
年
間
開
講
し
ま
す
が
、

年
度
途
中
か
ら
の
受
講
も
可
能
で
す

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　　
　

高
齢
介
護
課　

28
・
６
０
２
４工作室

■
文
化
・
芸
術
講
座
受
講
生
の
募
集

　

に
つ
い
て

　

５
月
～
平
成
31
年
２
月
・
３
月

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

４
月
３
日
（
火
）
～
４
月
16
日
（
月
）

　

９
時
～
17
時

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
の
お
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん

　

各
講
座
と
も
１
５
０
０
円
（
年
間
）

※
講
座
に
よ
り
、
別
途
副
教
材
費
や

材
料
費
が
必
要
で
す

※
油
絵
講
座
の
道
具
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
講
師
と
相
談
の
う
え
、
準

備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
１
万
円
程

度
）

応
募
者
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合

　

各
講
座
と
も
、
初
め
て
受
講
す
る

方
を
第
一
優
先
と
し
、
次
に
通
算
の

受
講
期
間
が
短
い
方
か
ら
優
先
と
し

ま
す
。
受
講
期
間
が
同
じ
方
が
多
数

い
る
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
受
講
者

を
決
定
し
ま
す
。

※
抽
選
結
果
は
、
後
日
通
知
し
ま
す

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
込

期
間
終
了
後
も
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す

抽
選
日　

４
月
19
日
（
木
）
10
時
～

　
　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー　

28
・
６
２
４
７

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
川
之
江
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
連
携
の
拠
点
と
し
て
、
川
之
江
公

民
館
、
川
之
江
児
童
館
、
川
之
江
老

人
憩
い
の
家
、
川
之
江
老
人
つ
ど
い

の
家
の
施
設
機
能
及
び
、
か
わ
の
え

高
原
ふ
る
さ
と
館
の
貸
館
・
講
座
機

能
を
集
約
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
集
い
、
交
流
で
き
る
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、防
災
・

備
蓄
倉
庫
も
備
え
、
地
域
の
防
災
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
３
０
０
人
収
容

の
大
会
議
室
、
遊
戯
室
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
室
、
調
理
室
、
工
作
室
、
防
音
多

目
的
室
な
ど
合
わ
せ
て
13
の
部
屋
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
遊
戯
室
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
幼
児
・

児
童
や
高
齢
者
に
開
放
し
、
こ
れ
ま

で
の
川
之
江
児
童
館
や
川
之
江
老
人

憩
い
の
家
と
同
様
の
形
態
で
ご
利
用

し
て
頂
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
川
之
江
公
民
館
、

川
之
江
児
童
館
、
川
之
江
老
人
憩
い

の
家
、
か
わ
の
え
高
原
ふ
る
さ
と
館

で
実
施
さ
れ
て
い
た
自
主
サ
ー
ク
ル

や
講
座
、
定
例
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
が
、
今
後

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
見
直
し
も
行
い
な
が
ら
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
貸
館

の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各

種
団
体
の
ほ
か
市
民
の
皆
さ
ま
、
幅

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

川之江ふれあい交流センター文化・芸術講座一覧



坂上秀樹

加地宣幸 宝利良樹

総務部長

平
成
30
年
度

 
 

組
織
機
構

政策部長市民部長福祉部長

石田暁裕

農林水産課長

林政係・水産係・
農林土木係・県
営係・林業研修
センター

東澤 博

産業支援課長

商工労政係・紙
のまち資料館・
企業立地推進室

篠原敬三

観光交通課長

観光係・霧の森・
霧の高原・霧の
森交湯～館・交
通政策室

宮崎 修

建築住宅課長

建築係・住宅政
策係・住宅管理
係・納付相談係・
空家等対策室

宮崎啓三

都市計画課長

都市計画係・市
街地整備係・都
市公園係・三島
公園・運動公園

石川隆志

給水整備課長

建設維持係・料
金係・浄水管理
係・浄水管理セ
ンター

内田 斉

安全・
危機管理課長

総務係・警防係・
危機管理対策係

藤田真美

保健推進課長

健康増進係・母
子保健係・精神
保健係・予防接
種係・保健事業
係・保健セン
ター・地域医療
対策室

古川拡延

人権施策課長

人権施策係・朝
日文化会館・川
之江隣保館・土
居隣保館

篠原正二

市民くらしの
相談課長

犯罪の起きにく
い街づくり推進
係・生活行政相
談係

高橋 誠

行政係・文書係・
情報公開係・広
報広聴係・総務
調整係

人事課長

大西 緑

高齢介護課長

高齢者福祉施策
係・認定係・給
付係・保険料係・
管理係・高齢介
護係・老人福祉
センター・高齢
者生活福祉セン
ター・老人憩の
家・地域包括支
援センター

坂上順一

宮崎淳子岩本伸二

消防署長

工事等契約係・
物品契約係・検
査係・財産管理
係・施設管理係

国土調査課長

国土調査係

藤田恭二 大西賢治

生活福祉課長

社会福祉係・生
活保護係・障が
い福祉係・福祉
施設整備係・土
居福祉センター

脇 元子

発達支援課長

管理係・太陽の
家・子ども若者
発達支援セン
ター

鈴木一好

税務課長

市民税係・諸税
係・固定資産税
係・債権管理対
策室

細川哲郎

国保医療課長

国民健康保険
係・福祉医療係・
後期高齢者医療
係・収納係

守谷 忠

秘書課長

秘書係

星川賢二

下水道課長

整備計画係・業
務係・管理係・
雨 水 対 策 係・
三島浄化セン
ター・川之江浄
化センター

加地尚武

農業振興課長

農政係・地産地
消係・有害鳥獣
対策係・農村環
境改善センター

石川久志

消防二課長

消防係・予防係・
救助係・救急係・
通信係・嶺南分
遣所

西分署長

消防係・救急係
石川裕次 近藤博之

予防課長

予防係
三崎敦夫

会計課長

出納係・審査係
曽我部和司

農業委員会
事務局長

農地農政係

水道局参与

星川 隆

建設部参与

喜井孝志

教育長

伊藤 茂 篠原 実

市　長

副市長

窪田壮哲

生涯学習課長

生涯学習係・人
権教育係・公民
館・川之江ふれ
あい交流セン
ター・新宮少年
自然の家・教育
集会所

建設部長

鈴木宏典

品川弘樹

学校教育課長

教育指導係・特
別支援教育係・
学務係・小学
校・中学校・幼
稚園・少年育成
センター

今村昭造

建設課長

事業係・管理係・
工務係・用地係・
国道 11 号バイ
パス対策室

篠原 健

新庁舎・文化
ホール整備課長

新庁舎整備係・
市民文化ホール
整備係

こども課長

子育て企画係・
子育て総合相談
係・子育て支援
係・保育幼稚園
係・保育園・児
童センター・幼
保一元化推進室

藤田 泰

選挙係

選挙管理委員会
事務局長

総務調整課長兼任

石田由佳

監査委員
事務局長

監査係
山中道裕

東分署長

消防係・救急係

政策部参与

石水信和

　
平
成
30
年
度
の
組
織
機
構
は
、
本

庁
方
式
へ
の
移
行
に
伴
い
、
管
理
部

門
を
再
編
す
る
と
と
も
に
、
地
域

振
興
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
特
化
し
た
部
署
を
設
け
る
な
ど
、

11
部
48
課
体
制
と
な
り
ま
す
。

水道局長

田辺敏文石川寿一

教育委員会教育指導部長

眞鍋 葵 金崎佐和子大野育雄

経済部長

宮崎博夫

消防本部消防長

近藤英樹

議会事務局長

石村泰彦

総務調整課長

管理課長

石川元英
人事係・給与係・
研修厚生係

高橋 徹
財政係

財政課長政策推進課長

政策推進係・地
方創生推進係・
公共施設再配置
推進係・統計係

地域振興課長

脇 総二
地域振興係・協働推
進係・国際交流係・
女性政策係・市民活
動推進係・嶺南支所・
川之江文化センター・
土居文化会館・ボラ
ンティア市民活動セ
ンター・市民会館川
之江会館・生きがい
研修センター・コミュ
ニティセンター

藤原雅秀
情報政策係・シ
ステム管理開発
係

情報政策課長

市民窓口
センター所長

市民サービス
係・松柏出張所・
寒川出張所・豊
岡出張所・川滝
出張所・川之江
窓口センター・
土居窓口セン
ター・新宮窓口
センター

宮崎恵美

富家誠司

生活環境課長

環境政策係・環境保全
係・ごみ減量推進係・
衛生係・管理係・川之
江斎苑・伊予三島斎
場・土居斎苑・アイク
リーン・清掃センター・
エコトピアひうち・ク
リーンセンター

安部 弘

港湾課長

臨海土地造成
係・港務係・港
務所・港湾振興
室

寺尾大典

水道総務課長

総務係

近藤恭司

消防一課長

消防係・予防係・
救助係・救急係・
通信係・新宮分
遣所

教育委員会教育管理部長

石川正広

文化・スポーツ
振興課長

文化振興係・文
化財係・かわの
え高原ふるさと
館・暁雨館・考
古資料館・図
書館・書道パ
フォーマンス甲
子園振興室・ス
ポーツ振興室

森実啓典

教育総務課長

総務係・学校施
設係・学校給食
係・三島学校給
食センター・土
居学校給食セン
ター・新宮学校
給食共同調理場

片桐 一

工水管理課長

管理係・新宮配
水管理事務所・
富郷配水管理事
務所

井川 剛

議事調査課長

議事調査係



■本庁舎　２８－６０００（代表）　

■水道局　２８－６４５０（代表）　　　　　　■消防本部・消防署　２８－９１１９（代表）

　※平日昼間は、すべて本庁舎交換手に着信します。また、夜間・休日は、宿直室に着信します

平成 30年 4月 1日現在

政　策　部

政策推進課 28-6005

地域振興課 28-6014

情報政策課 28-6204

新庁舎・文化ホール整備課 28-6022

総　務　部

総務調整課 28-6002

　広報広聴係 28-6158

秘書課 28-6003

人事課 28-6004

財政課 28-6007

管理課 28-6008

人権施策課 28-6073

市　民　部

市民くらしの相談課 28-6143

生活環境課 28-6145

　ごみ減量推進係（クリーンセンター内） 28-6015

市民窓口センター

本庁市民窓口センター 28-6013

　市民サービス係（年金） 28-6018

川之江窓口センター 28-6181

土居窓口センター 28-6320

新宮窓口センター 28-6402

[ 市民部 ]

支所・出張所

嶺南支所 28-6068

川滝出張所 28-6252

松柏出張所 28-6062

寒川出張所 28-6066

豊岡出張所 28-6067

[ 政策部・市民部 ]

税　務　課

市民税係 28-6009

諸税係 28-6010

固定資産税係 28-6205

債権管理対策係・収納係 28-6011

[ 政策部 ]

国保医療課

国民健康保険係 28-6020

福祉医療・後期高齢者医療係 28-6017

収納係 28-6019

[ 市民部 ]

水　道　局

水道総務課

　工業用水道 28-6451

　上水道 28-6452

給水整備課

　建設維持係 28-6454

　料金係（上水道） 28-6453

　浄水管理センター（中田井浄水場） 28-6458

工水管理課

　管理係 28-6455

　新宮配水管理事務所 28-6456

　富郷配水管理事務所 28-6457

会計課 28-6041

農業委員会事務局 28-6050

選挙管理委員会事務局 28-6051

監査委員事務局 28-6052

福祉窓口など

生活福祉課

　社会福祉・障がい福祉係 28-6023

　生活保護係 28-6146

高齢介護課

　高齢者福祉施策係 28-6024

　認定・保険料・管理・給付係 28-6025

　本庁地域包括支援センター 28-6147

　川之江地域包括支援センター 28-6228

　土居地域包括支援センター 28-6311

こども課 28-6027

発達支援課

　子ども若者発達支援センター 28-6029

川之江福祉窓口 28-6182

土居福祉窓口 28-6321

新宮福祉窓口 28-6403

[ 福祉部 ]

教育委員会事務局

教育総務課

　学校施設・総務係 28-6044

　学校給食係 28-6293

生涯学習課 28-6046

　人権教育係 28-6028

文化・スポーツ振興課 28-6043

　書道パフォーマンス事務局 28-6037

学校教育課 28-6045

　少年育成センター 28-6064

　こども支援室 28-6188
経　済　部

産業支援課・企業立地推進室 28-6186

観光交通課・交通政策室 28-6187

農業振興課 28-6323

農林水産課 28-6324

国土調査課 28-6223

建　設　部

建設課 28-6034

　工務係 28-6032

　用地係・国道 11 号バイパス対策室 28-6035

港湾課・港湾振興室 28-6036

　港務所 28-6077

下水道課 28-6230

都市計画課 28-6231

建築住宅課

　建築係 28-6183

　住宅管理・納付相談係・空家等対策室 28-6184

消防本部・消防署

安全・危機管理課

　総務・警防係 28-6933

　危機管理対策係 28-6934

予防課

　予防係 28-6937

　建築係 28-6938

　危険物係 28-6939

　火災調査係 28-6940

本署 28-6925

　テレガイド 23-5990

東分署 28-8119

西分署 28-7119

新宮分遣所 28-6409

嶺南分遣所 28-6899

災害対策本部（本部設置時） 28-6893

保健推進課

四国中央市保健センター 28-6054

保健推進課川之江窓口 28-6214

保健推進課土居窓口 28-6350

地域医療対策室 28-6157

[ 市民部 ]

議会事務局

議事調査課 28-6048



…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

　

防
犯
灯
設
置
事
業
費
補
助
金

　

市
で
は
、
夜
間
の
犯
罪
防
止
と
通
行
の
安

全
を
図
る
た
め
、
自
治
会
な
ど
で
防
犯
灯
を

設
置
す
る
場
合
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
（
管
球
の
み
の
取
り
替
え
は
対
象
外
）。

補
助
金
額

　

市
内
全
体
で
の
申
請
総
額
（
１
基
あ
た
り

１
万
５
千
円
×
総
基
数
で
計
算
）
に
よ
り
、

補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

①
申
請
数
の
総
額
が
予
算
額
を
超
え
る
場
合

Ａ　
予
算
額
を
申
請
さ
れ
た
総
基
数
で
案
分

　
し
て
１
基
あ
た
り
の
補
助
単
価
（
１
０
０

　
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
決
定
し
、
そ
の
単

　
価
に
申
請
基
数
を
乗
じ
た
額

Ｂ　
設
置
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２

②
申
請
数
の
総
額
が
予
算
額
内
の
場
合

Ａ　
１
基
あ
た
り
１
万
５
千
円
×
設
置
基
数

Ｂ　
設
置
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２

※
①
②
と
も
に
、
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
を
補
助
し
ま
す
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

※
申
請
額
よ
り
補
助
金
額
が
減
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

予
算
額　
６
０
０
万
円

補
助
対
象
及
び
補
助
上
限
額
（
１
基
あ
た
り
）

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯　

１
万
５
千
円

申
請
上
限
基
数

　

１
自
治
会
な
ど
に
つ
き
年
間
５
基
ま
で

　

５
月
１
日
（
火
）
～
５
月
31
日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

本
庁
総
務
調
整
課
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

提
出
書
類

　

補
助
金
等
交
付
申
請
書
、
工
事
費
見
積
書
、

位
置
図
、
事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
団

体
の
金
融
口
座
の
写
し

※
補
助
金
等
交
付
申
請
書
は
、
本
庁
総
務
調

整
課
及
び
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

総
務
調
整
課　

28
・
６
０
０
２

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
案
内

　

電
話
予
約
型
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
、

川
之
江
・
三
島
・
土
居
・
三
島
嶺
南
の
各
エ

リ
ア
で
区
域
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
や
公

民
館
な
ど
に
備
え
付
け
て
あ
る
利
用
登
録
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

観
光
交
通
課　

交
通
政
策
室

　

28
・
６
１
８
７

お
知
ら
せ

　

老
朽
危
険
空
家
除
却
の

　

補
助
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
の
福
祉
と
地
域
の
住
環
境

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
老
朽
化
に
よ
っ
て

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
な
空
家
を
除
却
す

る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
一
部
に
対
象
と
な
ら
な
い
地

域
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
工
事
費
に
５
分
の
４
を
乗
じ
た

金
額
（
最
高
80
万
円
）

※
補
助
対
象
工
事
は
、
一
定
の
資
格
を
有
す

る
業
者
が
請
け
負
う
工
事
に
限
ら
れ
、
取
り

壊
し
後
の
整
地
工
事
費
、
地
下
埋
設
物
の
除

却
、
家
財
道
具
の
処
分
な
ど
に
要
す
る
費
用

は
含
ま
れ
ま
せ
ん

　

対
象
と
な
る
空
家
の
所
有
者
な
ど

対
象
と
な
る
空
家

　

個
人
が
所
有
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
部

分
で
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
、
次
の
３
つ
の
条

件
を
満
た
す
も
の
か
ら
、
公
共
の
福
祉
と
地

域
の
住
環
境
の
向
上
の
視
点
に
よ
り
選
定
し

ま
す
。

○
居
住
、
そ
の
他
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

が
常
態
化
し
て
い
る
も
の

○
腐
朽
、
破
損
な
ど
が
一
定
の
基
準
を
満
た

　

す
も
の

○
倒
壊
し
た
場
合
に
、
道
路
と
の
境
界
を
越

　

え
災
害
時
の
避
難
行
動
な
ど
に
支
障
を
き

　

た
す
恐
れ
が
あ
る
も
の
、
ま
た
は
隣
地
と

　

の
境
界
を
越
え
隣
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

　

恐
れ
が
あ
る
も
の

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
１
日
（
火
）

　
　

建
築
住
宅
課　

空
家
等
対
策
室

　

28
・
６
１
８
４

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

４
月
11
日
（
水
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

四
国
中
央
・
新
居
浜
・
西
条

　

合
同
企
業
説
明
会
「
就
活
地
方
祭
」

　

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
大
学
な
ど
の

卒
業
予
定
者
や
、
本
市
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
を
検
討
す
る
一
般
求
職
者
に
向
け
た
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）
13
時
～
17
時

　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
松
山
市
道
後
町
）

　

平
成
31
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定

の
方
や
そ
の
保
護
者
、
一
般
求
職
者

参
加
予
定
企
業

　

本
市
、
新
居
浜
市
、
西
条
市
に
本
社
や
事

業
所
を
置
く
約
75
社

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

産
業
支
援
課　

28
・
６
１
８
６



　

花
の
種
銀
行
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
」

　

花
の
種
（
元
金
）
の
貸
し
出
し
を
行
い
、

そ
の
種
で
花
を
育
て
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
後
、
種
を
収
穫
し
、
貸
し
出
し
相
当
分
に

善
意
の
種
（
利
息
）
を
加
え
て
返
却
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。
返
却
し
て
い
た
だ
い
た

種
は
、
翌
年
度
の
銀
行
の
元
金
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

口
座
開
設
の
資
格
と
条
件

○
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
方
、

　

グ
ル
ー
プ
及
び
事
業
所

○
花
を
育
て
る
場
所
を
市
内
で
確
保
で
き
る
方

○
花
が
好
き
な
方

○
花
を
種
か
ら
育
て
、
管
理
し
た
い
方

貸
し
出
す
花
の
種
類

　

ア
サ
ガ
オ
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
コ
ス
モ
ス
、
サ

ル
ビ
ア
、
ヘ
チ
マ
、
ケ
イ
ト
ウ
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
、

ジ
ニ
ア
、
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
、
ニ
ガ
ウ
リ

　

４
月
16
日
（
月
）
～

　
　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

　

資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
も
、
自
動
的
に
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
資
格
喪
失
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
用
被
保
険
者
証
の

　

交
付
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
で
、
就
学

の
た
め
に
市
外
に
住
所
を
定
め
る
方
に
は
、

転
出
手
続
き
を
済
ま
せ
た
後
、
申
請
に
よ
り

「
学
生
用
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
の
在
学
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
個
人
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な

ど
）、
印
鑑
（
認
め
印
）

　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
す
で
に
学
生
用
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
引
き
続
き
学
生
で
あ
る
場
合
は
、
在

学
証
明
書
（
学
生
証
不
可
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※
卒
業
な
ど
で
学
生
の
資
格
が
無
く
な
る
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

　

変
わ
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
医
療
給
付

費
に
見
合
う
保
険
料
収
入
を
確
保
し
、
健
全

な
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
２
年
ご
と
に
保

険
料
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
給
付
費
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
負
担
を
で
き

る
限
り
増
や
さ
な
い
よ
う
、
財
政
安
定
化
基

金
（
国
・
県
・
広
域
連
合
が
３
分
の
１
ず
つ

積
み
立
て
）
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
う
え

で
、
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
を
改
定
し

ま
し
た
。

保
険
料
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す

○
所
得
の
低
い
方

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等
割
額

を
最
大
９
割
軽
減
し
ま
す
。
な
お
、
２
割

軽
減
と
５
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
（
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
組

合
は
除
く
）
は
、
所
得
割
額
の
負
担
は
な
く
、

均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

社
会
全
体
で
制
度
を
支
え
て
い
ま
す

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
自
己
負

担
分
を
除
き
、
国
・
県
・
市
町
の
負
担
金
（
約

５
割
）、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
（
約
４

割
）、
被
保
険
者
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
（
約
１
割
）
を
財
源
と
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
４

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７

　一人あたりの保険料は、被保険者が等しく負担す

る「均等割額」と前年所得に応じて負担する「所得

割額」の合計になります。

平成 30・31 年度 平成 28・29 年度

均等割額 46,374 円 46,308 円

所得割額 8.78％ 9.16％

限度額 620,000 円 570,000 円

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
納
付
済
み
の
保
険

料
の
還
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
勤
務
先
の

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
（
認
め
印
）、

届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）、
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
の

個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）

※
同
一
世
帯
の
方
以
外
が
手
続
き
を
す
る
場

合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０

は
、
被
保
険
者
証
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、

資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０

保険料の計算方法



　

自
動
車
税
の
納
付
が
簡
単
、
便
利
に
！

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
開
始
！

　

平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
定
時
課
税
分
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
納
付
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（Yahoo!

公
金
支
払
い
）
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
な
ど

○
現
在
、
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
方
は
、

　

平
成
30
年
度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
納
付
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
上
で
24
時
間
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

○
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
各
カ
ー

　

ド
会
社
の
規
約
に
基
づ
く
た
め
、
カ
ー
ド

　

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

本
市
に
お
け
る
平
成
29
年
の
救
急
出
動
件

数
は
３
６
３
５
件
と
な
り
、
平
成
28
年
よ
り

１
０
０
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
あ

た
り
の
救
急
出
動
件
数
も
約
10
・
０
件
（
平

成
28
年
約
９
・
７
件
）
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

軽
症
者
の
割
合
は
40
・
５
％
（
平
成
28
年

41
・
２
％
）
と
わ
ず
か
に
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
軽
症
者
の
搬
送
割
合
が
依
然
と
し
て
４

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

軽
症
者
や
緊
急
性
の
な
い
傷
病
者
が
救
急

車
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
近
く
の
救
急
車
が

出
動
で
き
ず
、
一
刻
を
争
う
傷
病
者
へ
の
対

　

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

　

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。
お
支
払
い
は
、

お
得
な
前
納
制
度
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期
間
分
を
前
払

い
（
前
納
）
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ

れ
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
場
合
、
１
年
前

納
や
６
か
月
前
納
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
年
前
納
の
み
、
申
し
込
み
を
し
て

か
ら
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
で
の
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

現
金
で
納
付
す
る
場
合
の
前
納
額
と
割
引
額

○
２
年
前
納

　

前
納
額
…
37
万
８
５
８
０
円

　

割
引
額
…
１
万
４
４
２
０
円

○
１
年
前
納

　

前
納
額
…
19
万
２
６
０
０
円

　

割
引
額
…
３
４
８
０
円

○
６
か
月
前
納

　

前
納
額
…
９
万
７
２
４
０
円

　

割
引
額
…
８
０
０
円

※
納
付
方
法
や
納
付
期
間
に
よ
っ
て
割
引
額

は
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　
　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

　

４
月
か
ら
移
転
し
ま
す

　

四
国
中
央
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
、
福
祉
会
館
１
階
か
ら
川
之
江
文
化

セ
ン
タ
ー
１
階
〔
金
生
町
下
分
７
９
１
・
２

（
社
会
福
祉
協
議
会
川
之
江
支
所
内
）〕
に
移

転
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
で
育
児
の
「
援
助
を
受
け
た
い
人
」
と
「
援

助
を
し
た
い
人
」
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
と
な
り
、

保
育
園
の
お
迎
え
な
ど
、
育
児
に
つ
い
て
お

互
い
に
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　

四
国
中
央
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　

28
・
６
１
５
０

　

土
地
・
家
屋
の
価
格
の
帳
簿
が

　

縦
覧
で
き
ま
す

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

本
庁
税
務
課
、
川
之
江
・
土
居
・
新
宮
窓

口
セ
ン
タ
ー

※
平
成
30
年
度
は
３
年
ご
と
の
評
価
替
え
の

年
で
、
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す

※
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

は
、
５
月
中
旬
ご
ろ
発
送
予
定
で
す
。
第
一

期
納
期
限
は
５
月
31
日
（
木
）
で
す

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

28
・
６
２
０
５

　

会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
税
額
に
関
係
な
く
、
１
件
（
１
台
）
に
つ

　

き
３
２
４
円
（
税
込
み
）
の
決
済
手
数
料

　

が
か
か
り
ま
す
。

○
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
車
検
が
近
い
な
ど
、
お
急
ぎ
の
方
は
ク
レ

　

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
は
行
わ
ず
、

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　

納
付
し
、
納
税
通
知
書
右
端
の
納
税
証
明

　

書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

県
東
予
地
方
局

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０

※
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と
は
課
税
課
、
納

付
及
び
納
税
証
明
書
に
関
す
る
こ
と
は
税
務

管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

応
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
救
急
車
を

必
要
と
す
る
人
が
す
ぐ
に
利
用
で
き
、
一
人

で
も
多
く
の
命
が
助
か
る
よ
う
、
救
急
車
の

正
し
い
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
に
医
療
機
関
な
ど
に
搬
送
し
、

診
察
や
処
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

は
、
迷
わ
ず
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
迷
っ
た
場

合
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
当
番
病
院
の
音
声
案
内
（
テ
レ
ガ
イ
ド
）

　

23
・
５
９
９
０

○
病
院
案
内
（
消
防
本
部
）

　

28
・
９
１
１
９

　

安
全
・
危
機
管
理
課

　

28
・
６
９
３
３



　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
及
び
畜

犬
登
録
を
、
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を
経

過
し
た
犬
は
、
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
、
毎

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
下
記
の
会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
都
合
が
悪
い
場

合
は
、
５
月
の
集
合
注
射
（
川
之
江
・
新
宮

地
域
は
４
月
の
み
）
か
、
お
近
く
の
動
物
病

院
で
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
や
日
程
が
昨
年
か
ら
大
き
く
変
更
に

な
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
す

※
案
内
は
が
き
が
届
い
た
方
は
、
注
射
の
際

に
必
ず
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

予
防
注
射
料　
３
千
円

新
規
登
録
料　
３
千
円

※
で
き
る
だ
け
釣
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

○
登
録
し
て
い
た
犬
が
死
亡
し
た
時
は
、
生

　

活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
散
歩
時
の
犬
の
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
犬
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
ら
、

　

市
役
所
ま
た
は
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

4/13（金）

中上集会所 10:45 ～ 10:55
妻鳥上集会所 11:05 ～ 11:20
石川自治会館 11:40 ～ 11:50
古下田集会所 12:00 ～ 12:10
川滝公民館 12:20 ～ 12:30
中組集会所 12:40 ～ 12:50

4/29（日・祝）

大門コミュニティーセンター 9:00 ～ 9:15
山田井平木公会堂 9:25 ～ 9:40
川之江文化センター 9:50 ～ 10:05
妻鳥公民館 10:15 ～ 10:35
上分公民館 10:45 ～ 10:55
金田公民館 11:05 ～ 11:15
半田熊野神社 11:25 ～ 11:35
川滝公民館 11:45 ～ 11:55
川之江ふれあい交流センター

（川之江会館東隣） 12:15 ～ 12:35

伊予三島地域

4/16（月）

山上集会所 9:00 ～ 9:10
戸川公園 9:20 ～ 9:30
上柏集会所 9:40 ～ 9:50
平田集会所 10:00 ～ 10:10
一貫田集会所 10:20 ～ 10:30
松柏園集会所 10:40 ～ 10:50
松柏公民館 11:00 ～ 11:10
三島公民館 11:20 ～ 11:30

4/17（火）

村松老人憩の家 9:00 ～ 9:10
村松公民館 9:20 ～ 9:30
中央駐車場（本町） 9:45 ～ 9:55
浜集会所 10:05 ～ 10:15
金子ブルータウン集会所 10:25 ～ 10:35
石床集会所 10:45 ～ 10:55
六塚集会所 11:05 ～ 11:15
八幡神社（上秋則）11:25 ～ 11:35

4/18（水）

藤原熊野神社 9:30 ～ 9:35
上猿田集会所 10:05 ～ 10:10
寒川山集会所 10:30 ～ 10:35
上小川集会所 10:50 ～ 11:00
長野集会所 11:15 ～ 11:20

4/19（木）

中之庄公民館 9:00 ～ 9:10
光明集会所 9:20 ～ 9:30
山田集会所 9:40 ～ 9:50
具定集会所 10:00 ～ 10:15
東寒川集会所 10:25 ～ 10:35
寒川公民館 10:45 ～ 10:55
住吉神社 11:05 ～ 11:20
寒川中部集会所 11:30 ～ 11:40

4/20（金）

寒川西集会所 9:00 ～ 9:10
西寒川集会所 9:20 ～ 9:35
恵之久保集会所 9:45 ～ 9:55
実相寺下駐車場 10:00 ～ 10:10
大町集会所 10:15 ～ 10:25
豊岡公民館 10:35 ～ 10:50
長田分館 10:55 ～ 11:05
長田西集会所 11:15 ～ 11:25
コミュニティ楠木 11:35 ～ 11:45

土居地域

4/23（月）

木ノ川集会所 9:10 ～ 9:20
関川公民館 9:30 ～ 9:40
上泉集会所 9:50 ～ 10:00
内の川集会所 10:05 ～ 10:15
関集会所 10:25 ～ 10:35
高曽根橋北 10:45 ～ 10:55
大境 11:05 ～ 11:15
上北野集会所 11:25 ～ 11:35
下北野集会所 11:45 ～ 11:55
大谷荘 12:05 ～ 12:10

4/24（火）

土居庁舎 9:10 ～ 9:20
東畑野集会所 9:30 ～ 9:40
下畑野集会所 9:50 ～ 10:00
西土居集会所 10:10 ～ 10:20
入野御旅所 10:30 ～ 10:40
井の森集会所 10:50 ～ 11:00
土居駅前消防車庫 11:10 ～ 11:20
ユーホール北駐車場 11:30 ～ 11:40
上代集会所 11:50 ～ 12:00
飯武集会所 12:10 ～ 12:20

4/25（水）

上談集会所 9:10 ～ 9:20
蕪崎南集会所 9:30 ～ 9:40
出店集会所 9:50 ～ 10:05

4/25（水）

原久保市場集会所 10:15 ～ 10:25
天満公民館 10:35 ～ 10:45
西之町集会所 10:55 ～ 11:05
蕪崎公民館 11:15 ～ 11:25

4/26（木）

中村集会所 9:10 ～ 9:20
恵泉荘 9:30 ～ 9:40
根々見集会所 9:50 ～ 10:00
小林集会所 10:10 ～ 10:30
小富士公民館 10:40 ～ 10:50
梅ヶ町集会所 11:00 ～ 11:10
藤原集会所 11:20 ～ 11:30

4/27（金）

旧長津公民館跡地 9:10 ～ 9:20
西大道集会所 9:30 ～ 9:40
樋の口消防詰所 9:50 ～ 10:00
八日市集会所 10:10 ～ 10:20
長津公民館 10:30 ～ 10:40
グリーンハイツ入口 10:50 ～ 11:00
下野田集会所 11:10 ～ 11:20
森首鳥居前 11:30 ～ 11:40

新宮地域

4/15（日）

市仲集会所下 9:00 ～ 9:05
古野橋 9:15 ～ 9:20
小六バス停 9:35 ～ 9:45
大谷口バス停 9:55 ～ 10:05
秋田・程野集会所 10:15 ～ 10:20
少年自然の家 10:25 ～ 10:30
堂成（福祉バス車庫前）10:40 ～ 10:50
総野集会所 10:55 ～ 11:00
新宮公民館 11:15 ～ 11:25
銅山川橋南側 11:30 ～ 11:35

4/22（日）

新宮バス停（新宮橋） 9:00 ～ 9:10
大窪集会所 9:25 ～ 9:30
旧西庄小学校入口 9:40 ～ 9:45
中上集会所 9:55 ～ 10:00
嵯峨野（横野バス停） 10:15 ～ 10:20
泉田集会所 10:30 ～ 10:40
旧寺内小学校 10:45 ～ 10:55
天の滝橋 11:05 ～ 11:15
上山簡易郵便局前 11:20 ～ 11:30
中村集会所 11:35 ～ 11:40
新宮公民館 11:50 ～ 12:00

川之江地域

4/9（月）

長須集会所 9:00 ～ 9:10
宮ノ谷集会所 9:25 ～ 9:40
農人町集会所 9:50 ～ 10:05
川原町公会堂 10:15 ～ 10:30
鉄砲町集会所 10:40 ～ 10:55
大門コミュニティーセンター 11:05 ～ 11:15
東大門集会所 11:25 ～ 11:35
天生津自治会館 11:45 ～ 11:55
宝洞山集会所 12:05 ～ 12:15

4/10（火）

川之江西老人つどいの家 9:00 ～ 9:10
栄橋通り集会所 9:20 ～ 9:30
川之江ふれあい交流センター

（川之江会館東隣） 9:40 ～ 9:55

川之江文化センター 10:05 ～ 10:15
小山公園入口 10:25 ～ 10:40
坂ノ口集会所 10:50 ～ 11:00
荒神社 11:10 ～ 11:25
古城集会所 11:35 ～ 11:50
山田井平木公会堂 12:00 ～ 12:10

4/11（水）

金生公民館 9:00 ～ 9:10
春日公会堂 9:20 ～ 9:35
川原田集会所 9:45 ～ 9:55
丸山自治会館 10:05 ～ 10:15
上分公民館 10:25 ～ 10:40
金沢集会所 10:50 ～ 11:00
城下南集会所 11:10 ～ 11:20

4/12（木）

金田公民館 9:00 ～ 9:10
西金川公会堂 9:15 ～ 9:25
東金川集会所 9:35 ～ 9:45
平山集会所 9:55 ～ 10:05
半田熊野神社 10:15 ～ 10:25
森と湖畔の公園駐車場 10:35 ～ 10:45
柴生公会堂 10:55 ～ 11:05
棒賀集会所 11:15 ～ 11:25
下川集会所 11:30 ～ 11:40

4/13（金）

新浜会館 9:00 ～ 9:10
妻鳥平木集会所 9:20 ～ 9:30
綿市集会所 9:40 ～ 9:50
松木公会堂 10:00 ～ 10:10
妻鳥公民館 10:20 ～ 10:35



　

本
市
で
勤
務
し
て
く
れ
る

　

医
学
生
（
奨
学
生
）
募
集

地
域
医
療
を
支
え
る
君
の
力
を
応
援
し
ま
す
！

　

将
来
、
医
師
と
し
て
本
市
の
指
定
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
医
学
生
に
対

し
、
修
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
貸
付
期
間
と
同

期
間
勤
務
す
れ
ば
、
奨
学
金
の
返
済
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

貸
付
金
額

○
修
学
資
金
奨
学
金　

月
額
20
万
円

○
入
学
資
金
奨
学
金　

50
万
円
以
内

募　

集

　

国
際
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

　

委
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成
26
年
２
月
に
「
四
国
中
央

市
国
際
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
前
期
施
策
及
び
事
業
の
点
検
・
評

価
を
行
い
、
後
期
の
施
策
実
施
に
反
映
す
る

た
め
、
四
国
中
央
市
国
際
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
委

員
会
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　
６
月
１
日
か
ら

※
審
議
会
は
年
３
回
程
度
開
催

報
酬　
審
議
会
１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の

　

方
○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　

１
名

　

４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
27
日
（
金
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
応
募
の

理
由
、
国
際
交
流
な
ど
の
経
験
、
地
域
の
国

際
化
に
関
す
る
考
え
方
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式

自
由
）。

選
考
方
法

　

書
類
選
考
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員
に
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　

kokusai@city.shikokuchuo.ehime.jp

　

点
字
教
室
（
パ
ソ
コ
ン
点
訳
）

　

受
講
生
募
集

　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
点
訳
の
初
歩
か

ら
簡
単
な
手
紙
が
書
け
る
程
度
ま
で
を
学
習

し
ま
す
。

点
字
や
す
ら
ぎ
会

　

６
月
７
日
～
７
月
12
日
（
毎
週
木
曜
日
・

全
６
回
）
19
時
30
分
～
21
時

　

福
祉
会
館
１
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
も
可
）

　

６
月
７
日
（
木
）
ま
で

　

無
料

点
字
サ
ー
ク
ル
は
な
び
ら

　

６
月
２
日
～
６
月
30
日
（
毎
週
土
曜
日
・

全
５
回
）
14
時
～
16
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
も
可
）

　

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

　

無
料

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９

　

市
民
向
け
出
前
ミ
ニ
手
話
教
室

　

あ
な
た
の
近
く
に
出
向
き
ま
す
。
地
域
に

お
け
る
手
話
普
及
の
た
め
、
手
話
の
出
前
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
己
紹
介
、
手
話
歌
な
ど

　

会
社
、
病
院
、
施
設
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ

な
ど

※
日
時
や
場
所
に
つ
い
て
は
要
相
談

　

手
話
サ
ー
ク
ル
の
ぎ
く

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９

 

（
入
学
金
な
ど
と
し
て
大
学
に
納
め
る
額
）

　

入
学
生
及
び
在
学
生
で
、
本
人
ま
た
は
保

護
者
な
ど
が
市
民
の
方

　

１
名

　

４
月
２
日
（
月
）
～
６
月
29
日
（
金
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　
　

保
健
推
進
課　

地
域
医
療
対
策
室

　

28
・
６
１
５
７

　

初
心
者
向
け
手
話
教
室

　

受
講
生
募
集

　

手
話
を
勉
強
し
た
い
方
、
手
話
を
通
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
方
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ま
も
一
緒

に
ど
う
ぞ
。

　

４
月
18
日
～
５
月
16
日
（
毎
週
水
曜
日
・

全
５
回
）
19
時
30
分
～
20
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

　

無
料

　

手
話
サ
ー
ク
ル
の
ぎ
く

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９



　

軽
自
動
車
税
の
減
免
な
ど
に
つ
い
て

　

身
体
障
が
い
者
本
人
な
ど
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
税
金
が
減
免
さ
れ
ま
す
〔
自
動

車
税
（
県
税
）
を
含
め
一
人
１
台
ま
で
〕。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
手
帳
類
、
印
鑑

（
認
め
印
）、
車
検
証
、
運
転
免
許
証
、
個
人

番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
な
ど
）

※
そ
の
他
の
証
明
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
請
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
24
日
（
木
）

　

本
庁
税
務
課
、
川
之
江
・
土
居
・
新
宮
窓

口
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
税
の
納
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
ご
ろ
発
送
予
定
で
す

　

税
務
課　

諸
税
係　

28
・
６
０
１
０

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

平
成
30
年
度
の
移
動
支
援
チ
ケ
ッ
ト

　

（
し
こ
ち
ゅ
～
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
）
を

　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
お
渡
し
し
ま
す

　

タ
ク
シ
ー
や
登
録
車
両
へ
の
給
油
に
利
用

で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
、
対
象
者
一
人
に
つ
き

１
冊
（
額
面
２
０
０
円
の
35
枚
つ
づ
り
）
お

渡
し
し
ま
す
。
紛
失
し
て
も
再
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
原
則
１
割
と
な

り
、
保
険
料
も
現
在
の
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
に
比
べ
て
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
所
得
や
世
帯
構
成
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
チ
ケ
ッ
ト
（
若
草

色
）
は
、
４
月
１
日
（
日
）
以
降
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

市
内
在
住
の
方
で

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
及
び
Ｂ
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
～
３
級

　

の
方

※
施
設
に
入
所
ま
た
は
入
院
中
の
方
は
除
く

　

各
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
（
認
め
印
）、
登

録
す
る
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
を

証
明
す
る
も
の

　

本
庁
生
活
福
祉
課
、
川
之
江
・
土
居
・
新

宮
福
祉
窓
口

　

生
活
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

28
・
６
０
２
３

　

全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー

　

ル
愛
媛
大
会　

作
文
募
集

　

「
水
の
日
（
８
月
１
日
）」、「
水
の
週
間
（
８

月
１
日
～
７
日
）」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

次
代
を
担
う
中
学
生
を
対
象
に
、
広
く
水

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
そ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。

　

優
秀
作
品
は
、
知
事
賞
を
贈
呈
す
る
と
と

も
に
、
国
が
実
施
す
る
「
全
日
本
中
学
生
水

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
中
央
審
査
に
推
薦
し

ま
す
。

テ
ー
マ　
水
に
つ
い
て
考
え
る

※
作
文
の
題
名
は
自
由
で
す

　

県
内
在
住
の
中
学
生
（
平
成
30
年
度
に
在

学
中
の
方
）

　

５
月
９
日
（
水
）
ま
で

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以
内
（
題

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
含
む
）
の
作

文
を
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
左
記
の
い

ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ピ
ー
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
提
出
は
不
可

提
出
先

○
県
水
資
源
対
策
課

　

〒
７
９
０
・
８
５
７
０

　

松
山
市
一
番
町
４
・
４
・
２

○
水
道
総
務
課

　

〒
７
９
９
・
０
４
０
１　

村
松
町
２
３
６

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

県
水
資
源
対
策
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
６
８
０

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

今
、
世
界
約
70
か
国
で
千
を
超
え
る
仕
事

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
技
術

と
経
験
を
開
発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
現
地
の
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
人

づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

○
青
年
海
外
協
力
隊
及
び
日
系
社
会
青
年
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

昭
和
53
年
５
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
10
月

１
日
生
ま
れ
の
日
本
国
籍
を
お
持
ち
の
方

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
日
系
社

　
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

昭
和
23
年
５
月
２
日
か
ら
昭
和
53
年
５
月

１
日
生
ま
れ
の
日
本
国
籍
を
お
持
ち
の
方

　

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
１
日
（
火
）

※
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
応
募
す
る
場
合
は
、
５
月
１
日
（
火
）

正
午
ま
で

※
郵
送
で
応
募
す
る
場
合
は
、
５
月
１
日

（
火
）
必
着
（
応
募
書
類
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
事
務
局

　

03
・
６
７
３
４
・
１
２
４
２

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

　

０
８
７
・
８
２
１
・
８
８
２
５



内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコン文字入力講座
※要事前申し込み

4/13（金）・4/20（金）・
4/27（金）
10：00 ～ 12：00

商工会館 1階　会議室
障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など） 随時

支援の必要な方が通う事業所・
幼稚園・保育園・学校など

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

発達に心配がある未就園・未就学
のお子さんの親子あそびと相談

（発達支援課事業）
週 2回（火・金曜日）

みしま児童センター・
川之江児童館

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

相　

談

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

４
月
18
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

（
原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

　

専
門
家
と
一
緒
に
、
楽
し
く
認
知
症
の
理

解
を
進
め
る
た
め
の
学
習
や
予
防
、
相
談
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

１
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

　
　

生
協
宇
摩
診
療
所　

25
・
０
１
１
４

　

（
寒
川
町
２
９
１
２
・
１
）

　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。
１
人
５
分

程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
！

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

日時 場所

 4/4（水）・5/2（水）

 13：30 ～ 15：00

 高齢介護課

 （福祉会館 2階）

 4/10（火）

 13：30 ～ 15：00

 土居庁舎

 福祉窓口

※予約不要

　

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
み
か
ん
カ
フ
ェ

　

（
無
料
）

　

認
知
症
の
方
は
、
自
分
が
認
知
症
だ
と
気

付
く
と
外
出
す
る
気
力
が
減
少
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
も
「
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
」
と
外
出
先
に
迷
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
や
経
験
を
持
つ
方
同
士

で
、
認
知
症
に
共
に
向
き
合
う
こ
と
を
目
的

に
、
今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
「
み
か
ん
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

毎
月
第
４
日
曜
日　

10
時
～
12
時

　

豊
寿
園
（
土
居
町
津
根
２
６
３
９
）、
三

島
の
杜
（
上
柏
町
２
０
２
・
１
）、
山
田
井
の

郷
（
金
生
町
山
田
井
８
８
７
・
２
）
な
ど

※
平
成
30
年
度
の
第
１
回
目
は
、
４
月
22
日

（
日
）
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
し
か
わ
（
上

分
町
８
６
１
・
20
）
で
開
催
し
ま
す

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
し
か
わ

　

58
・
０
０
６
５

　

無
料
法
律
相
談

　

５
月
７
日
（
月
）
10
時
～
15
時

※
受
付
時
間
【
午
前
】
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

 

【
午
後
】
13
時
～
14
時
30
分

　

松
山
地
方
裁
判
所
西
条
支
部
２
階

　

（
西
条
市
明
屋
敷
１
６
５
）

相
談
者

　

愛
媛
弁
護
士
会
西
条
支
部
所
属
の
弁
護
士

　

松
山
地
方
裁
判
所
西
条
支
部

　

０
８
９
７
・
56
・
０
６
５
２

　

青
少
年
の
生
活
悩
み
相
談
（
無
料
）

　

９
時
～
20
時
の
間
で
随
時

　

電
話
ま
た
は
面
接

　

15
～
20
歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
な
ど

　
　
　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
て
ぃ
ー
だ

　

74
・
３
５
３
８

　

（
土
居
町
小
林
18
・
３
）

　

認
知
症
の
語
ら
い
（
無
料
）

　

４
月
20
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

（
原
則
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
）

　

中
之
庄
公
民
館

　

参
加
者
同
士
の
交
流
・
情
報
交
換
、
医
療
・

福
祉
職
に
よ
る
勉
強
会
な
ど

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
愛
媛
県
支
部

　

０
８
０
・
３
７
４
０
・
０
６
９
７
（
大
澤
）



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで

 4/ 3（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 社会福祉
 協議会

28-6127

 4/10（火） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 4/17（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 4/20（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 4/25（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 5/ 1（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 5/10（木） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 4/ 5（木） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3
 社会福祉
 協議会

28-6127

 4/11（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター1階

 5/ 2（水） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 5/ 9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター1階

 人権相談

 4/ 2（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター4階 人権施策課

28-6073 4/10（火） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 4/12（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階  新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 4/26（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階

 5/10（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階

 5/24（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター4階

 行政相談

 4/ 2（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務課

28-6002

 4/ 9（月） 9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

 4/10（火）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 4/17（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター2階

 4/23（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 5/ 1（火）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 5/ 7（月） 9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

 5/ 9（水）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 4/ 3（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 4/ 5（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 4/10（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

 4/12（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 4/19（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 4/26（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

 5/ 1（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 5/ 8（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

 5/10（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （本庁 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

４月の相談日程

今月の納期
保育園保育料　4月分

幼稚園使用料　4月分

市営住宅使用料　4月分

市営住宅駐車場使用料　4月分

※納期限　5 月 1 日（火）

水道料金　3月分

下水道使用料　3月分

※納期限　4 月 10 日（火）

障がいのある方へ
指定相談支援事業所

 基幹相談支援センター

　 28-6154　　 8：30 ～ 17：15

 澄心そうだんさぽーと

　 22-3311　　 9：00 ～ 18：00

 光と風

　 22-4020　　 9：00 ～ 17：00

 障がい者相談支援センター

　 28-6135　　 8：30 ～ 17：15

 ひまわり

　 22-3802　　 8：00 ～ 17：00

 相談サポート　優

　 72-8080　　 8：30 ～ 17：30

 四つ葉

　 57-0426　　 9：00 ～ 18：00

 市児童発達支援センター

　 28-6266　　 8：30 ～ 17：15

 相談さぽーと　夢の種

   29-5503　　 9：00 ～ 18：00



職
場
の
人
権

～
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
～

○
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

　

近
年
、
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

度
総
合
労
働
相
談
の
う
ち
、
職
場
で
の
い

じ
め
相
談
件
数
は
７
万
９
１
７
件
で
５
年

連
続
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
５
年
前
（
平
成
23

年
度
）
の
４
万
５
９
３
９
件
と
比
べ
、
約

50
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
執
行
状
況
）

○
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？

　

「
同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務

上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の

優
位
性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲

を
超
え
て
、
精
神
的
・
肉
体
的
苦
痛
を
与

え
る
ま
た
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行

為
」
を
言
い
ま
す
。「
職
場
内
の
優
位
性
」

と
は
上
司
か
ら
部
下
と
い
う
職
務
上
の
立

場
も
あ
れ
ば
、
大
人
数
と
少
人
数
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、「
業

務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
」
と
あ
り
ま

す
が
、
厳
し
い
指
導
の
全
て
が
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

業
務
上
の
適
正
な
範
囲
内
と
認
め
ら
れ
る

も
の
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

○
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
権
問
題

　

人
種
や
民
族
、
年
齢
な
ど
を
理
由
と
し

た
差
別
は
、
人
権
問
題
で
あ
る
と
広
く
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
も
相
手
の
人
権
を
無
視
し
た
不
快
感
を

与
え
る
行
為
で
あ
り
、
人
権
問
題
の
一
つ

で
す
。
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
た
個

人
の
尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
る
よ
う
な
行

為
は
人
権
侵
害
で
す
。

○
予
防
す
る
た
め
に
は
？

　

従
業
員
全
員
が
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
、
そ
の
防
止

に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
誤

解
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
理
解
し
、

自
ら
の
行
為
が
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

な
っ
て
い
な
い
か
振
り
返
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
人
は
、

仕
事
だ
か
ら
と
我
慢
し
す
ぎ
な
い
で
、
一

人
で
悩
ま
ず
、
必
ず
上
司
や
相
談
窓
口
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

人
権
の
日
学
習
会

　

４
月
11
日
（
水
）
19
時
30
分
～
21
時

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゆ
る
や
か
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
」
生
徒
募
集

　

４
月
19
日
～
平
成
31
年
３
月
（
毎
月
３

回
の
木
曜
日
）
10
時
～
12
時

　

リ
ズ
ム
運
動
、
健
康
維
持
運
動
な
ど

　

ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト
、
上
履
き

　

無
料

　

塩
入
久
恵
さ
ん
（
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連

盟
事
務
局
長
）

　
　
　

土
居
隣
保
館　

28
・
６
３
５
６

じ
ん
け
ん
広
場

　

携
帯
電
話
と
光
回
線
の
契
約
は

　

要
注
意
！

　

新
生
活
を
始
め
、
新
居
で
光
回
線
契
約
を

結
ぼ
う
と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

携
帯
電
話
と
光
回
線
の
セ
ッ
ト
で
「
今
よ

り
安
い
」「
セ
ッ
ト
で
契
約
す
る
と
値
引
き
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
」「
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
」
な
ど
の
特
典
を
強
調
さ
れ
、
契
約
内
容

を
十
分
理
解
せ
ず
契
約
し
た
結
果
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
種
変
更
を
し
よ
う

　

と
思
い
販
売
店
に
行
く
と
、「
光
回
線
を

　

セ
ッ
ト
で
契
約
す
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　

ン
の
月
額
料
金
が
安
く
な
る
」
と
言
わ
れ

　

た
。
通
信
費
が
安
く
な
る
と
思
っ
た
の
で

　

契
約
し
た
が
、
届
い
た
請
求
書
を
見
る
と
、

　

知
ら
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
付
い

　

て
お
り
、
か
え
っ
て
高
く
な
っ
て
い
た
。

○
家
電
量
販
店
で
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
通

　

信
料
を
毎
月
２
千
円
値
引
き
す
る
の
で
、

　

２
年
間
で
５
万
円
近
く
安
く
な
る
」
と
誘

　

わ
れ
、他
社
に
乗
り
換
え
た
。
２
か
月
経
っ

　

て
も
値
引
き
さ
れ
な
い
の
で
通
信
事
業
者

　

に
問
い
合
わ
せ
る
と
「
代
理
店
独
自
の

　

サ
ー
ビ
ス
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、
対
応
し

　

て
く
れ
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
利
用
中
の
契
約
内
容
と
比
較
・
検
討
し
、

　

オ
プ
シ
ョ
ン
内
容
も
含
め
、
わ
か
ら
な
い

　

こ
と
は
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
セ
ッ
ト
で
乗
り
換
え
の
契
約
で
は
、
光
回

　

線
の
工
事
費
や
手
数
料
、
現
在
利
用
中
の

　

契
約
の
解
除
料
、
端
末
の
残
債
な
ど
の
費

　

用
の
確
認
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

困
っ
た
時
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

４
月
12
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
設
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

５
月
７
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０



　妊娠・出産・育児について学べる教室です！
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、お茶など
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054
※当日は 15 分前から受付開始。時間厳守でお願いします
※参加者多数の場合は調整させていただきます

栄養・運動編

■とき　5/9（水）13：30 ～ 16：00
■内容　妊娠中・授乳中の食事や運動について、赤ちゃ
　　　　んの抱き方、授乳方法を学ぼう
※運動ができる服装（ズボンなど）でお越しください
■対象　平成 30 年 7 月～ 9 月ごろ出産予定で、市内在
　　　　住の初妊婦さんとそのご主人
■申込期限　5/2（水）まで

沐浴編

■とき　5/20（日）9：15 ～ 12：00
■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃん
　　　　人形をお風呂に入れよう（沐浴体験）
■対象　平成 30 年 7 月～ 10 月ごろ出産予定で、市内在
　　　　住の初妊婦さんとそのご主人
■申込期限　5/11（金）まで

♪ママパパ学級　（予約制・無料）

麻しん風しん混合予防接種を
受けましょう！
　お子さんが生まれたときにお渡しした育児ノートに
接種券が入っていますので、ご確認ください。
　転入などにより接種券がない方は、母子健康手帳を
持ってお近くの保健センターへお越しください。
■対象者

　1期：満 1歳～ 2歳未満
　2 期：平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生ま
　　　　れのお子さん（幼稚園・保育園の年長児など）
■実施期間　4月 1日～平成 31 年 3 月 31 日
■費用　無料
　　　　※平成 31 年 4 月 1 日以降は全額自己負担
■持参品　予診票、接種券、母子健康手帳
■問い合わせ先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　28-6054
※県外での接種をご希望の方は、事前に申請が必要で
すので、保健センターへお問い合わせください

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：4月以降の健診・相談場所は、川之江ふれあい交流センター（市民会館川之
江会館隣）です
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に保健センターまでご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ29年11月生 Ｈ29年12月生 Ｈ28年9月生 Ｈ28年10月生 Ｈ27年3月生 Ｈ27年4月生

川之江
新宮

4/9（月）
13：30～ 15：00

4/12（木）
13：00 ～ 13：45

5/10（木）
13：00 ～ 13：45

4/19（木）
13：00 ～ 13：45

5/31（木）
13：00 ～ 13：45

4/26（木）
13：00 ～ 13：45

5/17（木）
13：00 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

伊予三島
4/5（木）

13：30～ 15：00
4/10（火）

13：00 ～ 13：45
5/15（火）

13：00 ～ 13：45
4/17（火）

13：00 ～ 13：45
5/22（火）

13：00 ～ 13：45
4/3（火）

13：00 ～ 13：45
5/8（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター

土居
5/18（金）

10：00～ 11：30
4/13（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居庁舎 3階 四国中央市保健センター

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方は、
土居庁舎 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお越
しください
とき：6/15（金）13：00 ～ 13：45



　

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや、相談したいことはありませんか？
■とき　4/18（水）・5/16（水） 9：00 ～ 11：00
■ところ　四国中央市保健センター
■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、
　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど
■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　　　28-6054

♪からだとこころの健康相談（予約制・無料）

♪顔
が ん ば

晴れサロン（無料）　※申し込み不要

　がんを体験された方、またそのご家族のみなさん、
お悩みの相談など、みなさんと一緒にお話ししません
か。
■とき　4/27（金）14：00 ～ 16：00
■ところ　四国中央病院　メンタルヘルス室
■内容　茶話会
■問い合わせ先　四国中央病院　地域医療連携室
　　　　　　　　58-3515

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

4/1
福田医院
23-2188（下柏）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

4/8
矢部内科
23-5018（三島宮川）

青野医院
74-7470（土居町津根）

4/15
井上整形外科
24-2171（三島中央）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

4/22
川上こどもｸﾘﾆｯｸ
57-1155（金生町山田井）

花房内科
24-2200（中之庄）

4/29
ｸﾘﾆｯｸ山崎内科
57-0035（川之江）

あんどう整形外科
74-1715（土居町小林）

4/30
宮﨑内科
59-5000（妻鳥）

相引医院
74-3127（土居町入野）

5/3
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

5/4
井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

大坪小児科
24-5254（三島中央）

5/5
川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

松風病院
74-2001（土居町入野）

5/6
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川）

急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990

消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119

消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談

089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）

医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）

【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　　 （日曜日・祝日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています。

　健康的な食生活を送るための基本的な知識を学んでみ
ませんか！
■とき　5/11（金） 9：30 ～ 13：00
　　　　※ 5月から平成 31 年 2 月までの毎月 1回
■内容　栄養の基礎知識、調理の基本、食品成分表の使
　　　　い方など
■定員　30 名　※先着順
■持参品　エプロン、三角巾、ふきん 2枚、筆記用具
■申込期限　5/2（水）まで
■受講料　1回 300 円（調理実習費）
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054

♪食生活改善推進員養成講座（予約制）

♪離乳食セミナー（予約制・無料）

　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　4/27（金） 9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、バンダナ、
　　　　　手拭きタオル
■申込期限　4/23（月）まで
■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター
　　　　　　　　　　　28-6054



三
島
図
書
館

４
月
か
ら
新
し
い
お
は
な
し
会
が

始
ま
り
ま
す
！

お
は
な
し
会
お
さ
ん
ぽ

（
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
）

　

４
月
14
日
（
土
）
14
時
～

土
居
図
書
館

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会

（
乳
幼
児
）

　

４
月
11
日
（
水
）
10
時
～

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
幼
児
）

　

４
月
14
日
（
土
）
10
時
～

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
）

　

４
月
28
日
（
土
）
14
時
～

　
　
　
　
　

川
之
江
図
書
館

子
ど
も
映
画
会　

※
無
料

　

４
月
14
日
（
土
）
10
時
～
10
時
30
分

　

「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」「
は
な
さ
か
じ

い
さ
ん
」

映
画
会
（
一
般
）　

※
無
料

　

４
月
19
日
（
木
）
10
時
～
11
時
35
分

　

「
ハ
ル
を
さ
が
し
て
」（
邦
画
）

三
島
図
書
館

古
本
リ
サ
イ
ク
ル

　

４
月
27
日
（
金
）
９
時
～
14
時

※
当
日
、
図
書
館
は
休
館
で
す

こ
ど
も
シ
ネ
マ
の
会
（
幼
児
～
）　

※
無
料

　

４
月
28
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時

　

「
し
ま
じ
ろ
う
ア
ニ
メ
」「
日
本
の
昔

ば
な
し
」

お
や
こ
図
書
館

木
の
枝
ク
ラ
フ
ト

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
汽
車
ポ
ッ
ポ
♪

　

４
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
～

　

幼
児
～
小
学
生

　

20
名　

※
要
申
し
込
み

　

４
月
１
日
（
日
）
～

　

一
人
１
０
０
円

　

薦
田
敏と

し
ろ
う良

さ
ん

４月の休館日

川之江・三島図書館
毎週月曜日・27（金）

土居図書館
毎週月曜日・27（金）・
5/1（火）・5/4（金・祝）・
5/5（土・祝）・5/6（日）

おやこ図書館
毎週月曜日・28（土）・
29（日・祝）・30（月・祝）・
5/3（木・祝）・5/4（金・祝）

イ
ベ
ン
ト
情
報

お
は
な
し
会

そ
の
ほ
か
の
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
や

お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙
の

ま
ち
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
！

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

昨
年
の
菜
の
花
・
翠
波
ハ
イ
キ

ン
グ
の
様
子
（
中
曽
根
公
民
館
）

内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

申込方法・申込先

三島

第
36
回
三
島
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

三
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
７
時

に
市
内
放
送
）

　

28
・
６
０
６
３

中曽根

菜
の
花
・
翠
波
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
22
日
（
日
）
８
時
30
分

六
塚
集
会
所
に
集
合

　

翠
波
高
原
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

（
軽
登
山
）、
山
頂
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

雨
具
な
ど

※
雨
天
中
止
（
不
明
な
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

28
・
６
０
６
１

第
43
回
中
曽
根
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

中
曽
根
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
７
時

に
市
内
放
送
）

　

28
・
６
０
６
１

豊岡

豊
岡
大
運
動
会
（
豊
岡
町
民
運
動

会
・
豊
岡
小
学
校
大
運
動
会
）

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
、
町
民
運
動
会
は

中
止
、
小
学
校
大
運
動
会
は
順
延

　

28
・
６
０
６
７

土居

第
59
回
土
居
区
民
運
動
会

４
月
29
日
（
日
・
祝
）
９
時
～

土
居
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
、
土
居
総
合
体
育
館

（
ア
リ
ー
ナ
土
居
）

　

28
・
６
３
５
８

天満

「
第
１
回
天
満
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」

作
品
募
集
！

審
査
会

　

４
月
26
日
（
木
）
13
時
30
分
～

　

兼
題
は
「
椿
」
ま
た
は
「
茶
摘
」

で
一
人
３
句
ま
で
。優
秀
作
品
は
、

短
冊
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
副
賞

も
あ
り
ま
す
）

　

４
月
24
日
（
火
）
ま
で

　

作
品
を
天
満
公
民
館
入
り
口
の

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
（
用

紙
は
自
由
。
公
民
館
に
専
用
の
応

募
用
紙
も
あ
り
ま
す
）。

審
査
員　

橘
句
会
（
山
内
四
郎
さ

ん
指
導
）
の
み
な
さ
ん

　

28
・
６
３
６
０

松柏

第
50
回
松
柏
町
民
運
動
会

５
月
13
日
（
日
）
８
時
30
分
～

松
柏
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
７
時

に
市
内
放
送
）

　

28
・
６
０
６
２



まちの話題

防火ポスター表彰式

　春の全国火災予防運動の一環として、市内各小学校の

4 年生に火災予防を呼びかける防火ポスターを募集しま

した。691 点の応募の中から、最優秀賞に岸杏奈さん（北

小学校）、優秀賞に小笠原瑠
る い

晟さん（川滝小学校）と稲

掛翔
と わ

和さん（松柏小学校）の作品が選ばれ、消防防災セ
ンターで表彰式が行われました。

第 40 回全国高校柔道選手権大会出場報告

　藤山大
ひ か る

輝さん（三島高校 2 年）が、第 40 回全国高等

学校柔道選手権大会へ出場することを市長に報告しま

した。1 月に開催された同大会の愛媛県予選で優勝し、

全国大会への切符を手に入れた藤山さんは「練習でやっ

ている自分の柔道をしたい」と力強く目標を話しまし

た。

2/21

四国中央医療福祉総合学院寄附金贈呈式

　同学院の作業療法学科の生徒が授業の一環として陶

芸作品を制作し、平成 28 年度と平成 29 年度に開催さ

れた学院祭で販売した売上を寄附しました。同学科 1

年の藤田拳伍さんから市長に手渡された寄附金は、子

ども若者発達支援センター（パレット）の箱庭療法で

用いる箱庭用オブジェ購入に充てる予定です。

2/14 ビジネスセミナー

　企業の経営者や従業員など約 30 人が受講しました。

　このセミナーは平成 20 年度から実施しており、今回

は消防防災センターで「海外で売上を伸ばそう！失敗

しない海外市場開拓のツボ」と題し、海外への新たな

商品価値の発信や市場開拓の方法について具体的な事

例を交えての講義が行われました。

2/17

2/21

連合婦人会防災学習会

　福祉会館で愛媛大学農学部准教授である垣原登志子さ

んから、災害時の備えや食事について話がありました。

　約 100 人の来場者は避難所における食事の栄養バラ

ンスなど、災害時の「食」について理解を深めていま

した。また会場には非常用保存食の展示などもあり、

来場者は関心を持って手に取っていました。

2/25 前橋汀子ヴァイオリンリサイタル

　前橋さんは、優雅さと円熟味にあふれる演奏で多くの

人を魅了し続けている日本を代表する国際的ヴァイオリ

ニストです。会場の土居文化会館（ユーホール）では、

前橋さんがピアノの松本和将さんとともにベートーヴェ

ンなどの名曲を演奏し、優雅で美しいヴァイオリンの音

色が客席を埋めた満員の観客を魅了しました。

2/25



おひなさま寿司作り

　子どもたちの思い出に残るひな祭りにしたいとの思

いを込めて、関川公民館で赤石フレンド（井下友子代表）

が行いました。

　参加した子どもたちは、みんなと協力しながらお寿

司を作り、楽しいひとときを過ごしていました。

3/4

愛
え が お

顔つなぐえひめ国体
記念碑完成記念式典

　えひめ国体の開催記念碑が伊予三島運動公園体育館

前に完成し、完成記念式典が行われました。記念式典

の前には、福祉会館でえひめ国体四国中央市実行委員

会第 5 回総会が行われ、本市での開催状況や経済波及

効果などが報告されました。これで市内でのえひめ国

体に関する全ての公式行事が終了しました。

3/1

「柏の木 2世」記念植樹式

　記念植樹実行委員会（鈴木清雄委員長）は、国の天

然記念物に指定されている下柏町の「大柏の木」の雄

姿を後世に残そうと、台風で折れた枝で挿し木を行い

業者に育成を依頼していました。この日順調に育った

2本を「柏の木 2世」として松柏小学校と松柏公民館に、

児童代表の 6年生や地域住民らで植樹しました。

3/3

災害ボランティア研修会

　2000 年 10 月の「鳥取県西部地震」をきっかけに結成

された、鳥取県日野郡日野町の「日野ボランティア・ネッ

トワーク」の山下弘彦さんが、災害時の支え合いとボラ

ンティア活動について、消防防災センターで講演を行い

ました。約 100 人が参加し、日頃自分たちが行っている

ことなどを振り返りながら熱心に耳を傾けていました。

3/9消防車両貸与式

　松柏分団第 2 部と金田分団第 1 部にポンプ車が、富

郷分団第 2 部 4 班と川滝分団第 3 部に小型ポンプ付積

載車が消防防災センターで貸与されました。金田分団

第 1 部部長福田秀二さんが代表して「この車両を活用

し、今後も地域防災に貢献できるようこれまで以上に

努力してまいります」と謝辞を述べました。

3/8

まちの話題

愛媛大学留学生チャンさんが訪問

　公益財団法人ロータリーの奨学制度を利用し、ベトナ

ムから留学していたチャンさんが、伊予三島ロータリー

クラブ関係者とご両親とともに市役所を訪れました。

チャンさんは、愛媛大学で物質生命工学を勉強し、日本

の医療機器メーカーに就職が決まっており「みなさんの

おかげです。心から感謝いたします」と話しました。

3/2



　
「
春
よ
！
来
い
！
」

「
春
よ
来
い
、
は
ー
や
く
来
い　

あ
る
き
は
じ
め
た
、
み
い
ち
ゃ

ん
が　

赤
い
鼻
緒
の
じ
ょ
じ
ょ
は
い
て
…
」

　

越
後
の
作
詞
家
、
相
馬
御ぎ

ょ
ふ
う風

が
大
正
時
代
に
自
分
の
娘
を
モ

デ
ル
に
作
詞
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
雪
が
た
く
さ
ん
積

も
っ
て
い
る
風
景
は
、
我
々
瀬
戸
内
の
沿
岸
に
住
ん
で
い
る
人

間
に
と
っ
て
は
、
感
覚
と
し
て
掴
み
に
く
い
も
の
が
あ
る
。

　

で
も
春
を
待
つ
心
情
は
、
よ
く
似
た
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　

昔
選
挙
で
、
寒
く
て
手
や
顔
の
感
覚
が
な
く
な
る
よ
う
な
真

冬
に
、
一
軒
一
軒
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
て
歩
い
て
い
る
と
き

「
冬
き
た
り
な
ば
、
春
遠
か
ら
じ
！
」
と
呪
文
の
よ
う
に
同
じ

フ
レ
ー
ズ
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。

　

山
間
部
を
回
っ
て
い
て
、
気
が
付
く
と
夜
の
９
時
を
過
ぎ
て

お
り
「
今
日
は
こ
れ
で
や
め
よ
う
！
」
と
心
の
中
で
言
い
聞
か

せ
、
顔
を
上
げ
る
と
、
澄
み
切
っ
た
夜
空
に
満
点
の
星
が
輝
い

て
い
た
。
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
瞼
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
２
月
３
月
の
寒
い
夜
に

は
、
い
つ
も
そ
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

春
は
陽
気
で
明
る
く
て
、
非
常
に
い
い
季
節
だ
け
れ
ど
も
、

ど
こ
か
娘
を
嫁
に
出
す
親
父
の
心
境
に
似
て
、
一
抹
の
寂
し
さ

と
別
離
の
悲
し
み
を
抱
え
て
い
る
。

　

や
が
て
皐
月
の
空
に
鯉
の
ぼ
り
が
舞
い
か
け
て
く
る
と
、
今

度
は
セ
ン
チ
な
心
境
よ
り
、
こ
の
世
の
両
肩
に
か
か
る
重
さ
を

引
き
ず
り
、
そ
し
て
頑
張
ろ
う
と
、
自
分
を
叱

咤
激
励
す
る
の
で
あ
る
。

　

施
設
を
解
体
し
て
新
し
く
す
る
こ
と
は
、
先
人

の
努
力
と
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
魂
を
再
生
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　伊予三島リトルシニア（安藤賢
さとし

監督）の選手と関係

者が、第 24 回日本リトルシニア全国選抜野球大会へ出

場することを市長に報告しました。伊予三島リトルシ

ニアは、11 月に開催された 2018 年度関西連盟四国ブ

ロック秋季大会で優勝し、全国大会への切符を手に入

れました。

伊予三島リトルシニア全国大会出場3/12

　三島東中学校吹奏楽部の木管八重奏を行う 8人が、第

41 回全日本アンサンブルコンテストに出場することを

市長に報告しました。同校創立後初の全国大会への切符

を手にした 8人は「これまで支えてくれた人への感謝の

気持ちと、曲に込めた想いを聞いてくれる人に届けられ

るよう精一杯の演奏をしたい」と抱負を語りました。

三島東中学校吹奏楽部全国大会出場3/13

四国中央市長

篠 原  実

県代表選手として
全日本女子ソフトボール大会出場3/13

　三島東中学校 2 年の田野桜
さ く ら

愛さんと、土居中学校 2

年の真鍋優
ゆ み

実さんが、県代表選手として、第 14 回都道

府県対抗全日本女子ソフトボール大会へ出場すること

を市長に報告しました。2 人は 12 月に松山市で開催さ

れた選考会にて、参加した 50 人の選手の中から県代表

選手の 16 人に選ばれました。2 人は「チームの勝利に

貢献できるよう頑張ってきます」と抱負を語りました。

まちの話題



翠波高原菜の花まつり2018

4/22（日）10：00 ～ 15：00

翠波高原

Ｒ！Ｎさん「音楽ライブ」、タン
デム自転車体験教室、お楽しみ抽
選会、四国中央市物産展、バザー
ほか
観光交通課　28-6187

5/18 ～ 6/22（毎週金曜日・全 6回）

10：00 ～ 11：30

福祉会館 2階　教養娯楽室

※ 6/1 は商工会館 1階　会議室

テキストを使って基礎を学びます。
ショーン・ソルバーグさん
一般 6,000 円、会員 3,000 円
（テキスト代 3,000 円別途必要）　
初心者
20 名 （最少催行人数 5名）  
4/27（金）まで
　市国際交流協会　28-6014

英語教室（初級）①

4/8（日）11：00 ～ 15：00

土居文化会館（ユーホール）2階

大会議室・ロビー

にじのとびらイベント主催 3 周
年を記念してハンドメイド雑貨、
ワークショップ、グルメのイベン
トを行います。グルメ出展ブース
では数量限定
で「メガ祭り」
を開催（通常
サイズのもの
もあります）。
にじのとびら
77-5254（岩本）

handmade イベント
＃９と１／２

チケット販売所

事務センター㈱ミヤザキ
土居文化会館（ユーホール）
実行委員会クレシェンド

5/12（土）18：30 ～（開場 17：30）

土居文化会館（ユーホール）

「障がい」について知ってほしい。
自分のこととして考えて欲しい。
そんな強く切ない願いを込めて、
11 回目のコンサートを開催します。
1,000 円

   

実行委員会
クレシェンド
090-9453-5666

（妻鳥）

norikoハートフルコンサート

4/14（土）・6/9（土）

10：00 ～ 12：50

※集合場所　霧の森第 1駐車場

ガイドと歩く四国・参勤交代
の道～新宮町・霧の森界隈～

自然豊かな新宮町。ガイドの案内
で、土佐街道の一部を一緒に歩き
ませんか！
2,000 円 / 人（ガイド料、昼食、
お茶、保険料を含む）
小学生以上
12名（最少催行人数 2名）
参加希望日の 5日前まで
※ 5 月も日程調整中です。詳細は
お問い合わせください。
　市観光協会　28-6187

5月の大型連休中は休館日を変更
していますのでご注意ください。

開館日
4/29、5/2 ～ 5/6

閉館日
4/30、5/1、5/7 ～ 5/10

きささげ会を
結成してはや
50 年。
高校時代を懐
かしみ、水彩
画、絵手紙を中
心とした作品
を約 40点展示。

【開館時間】9：00 ～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

～なつかしい母校　楽しかった教室～

「川高美術部 OB きささげ会展」

4/15（日）～ 6/3（日）

3階　企画展示室

紙のまち資料館の催し

4/15（日）10：00 ～ 12：00

三島公園　ピクニック広場

※雨天時　保健センター 1階

イースターまつり

エッグペインティングなどのイー
スターにまつわるゲーム！
ルシア・ジュ、市 ALT
一般 400 円 / 人、会員 200 円 / 人
※ 2歳以下は無料 
屋外活動のため帽子や飲み物
4/13（金） まで 
　市国際交流協会　28-6014

要申込

第 34回チャリティ特別企画

ふれあい寸劇・踊り &親睦歌謡祭

4/22（日）11：15 ～（開場 10：45）

市民会館川之江会館　大ホール

コスモスカラオケ会
23-4697（大久保）

要申込

内容 対象者 定員 持参品 募集期限・期間 申込方法・申込先参加費講師 ファクス 問い合わせ先



申し込み・問い合わせ

四国中央紙まつり実行委員会事務局

（本庁西隣・商工会館5階　産業支援課内）

28-6186　 28-6242

　 「紙まつり」で検索

※申込用紙はホームページまたは事

務局にあります。　

第 41 回四国中央紙まつりに
参加しよう！

今年は 7/28（土）・7/29（日）
開催

霧の森ギャラリー展

赤石山草会　春の山野草展

4/7（土）～ 4/30（月・祝）

10：00 ～ 17：00

霧の森ギャラリー（ふれあい館）

可憐で清楚な風情の山野草展。期
間中、販売会や苔玉教室も実施。

花遊　押し花作品展

5/1（火）～ 6/4（月）

10：00 ～ 17：00

霧の森ギャラリー（ふれあい館）

期間中の週末には押し花体験も予
定しています。

ゴールデンウィークも営業

霧の森交湯～館

4/24（火）～ 5/6（日）
入浴　10：00 ～ 21：00
※最終受付　20：30
飲食　10：00 ～ 20：00

5/1（火）のみ
入浴　10：00 ～ 19：00
※最終受付　18：30
飲食　10：00 ～ 17：00

　霧の森　0570-07-3111

　霧の森交湯～館　0896-72-2611

第 40 回みしま子どもの祭典

5/3（木・祝）10：00 ～ 12：00

みしま児童センター

雨天決行

式典、お楽しみランド、お祭り広場
★先着 200 人の幼児・児童にバ　
ザー券（300 円分）を販売
みしま児童センター　28-6072

川之江ふれあい交流センター
こどもフェスティバル

5/3（木・祝）10：00 ～ 12：00

川之江ふれあい交流センター

（市民会館川之江会館隣）

1階　遊戯室など

※例年と場所が違います

つくって遊ぼう（自然物を使った
遊び、工作遊び）、子育て支援団
体による催し物ほか
川之江ふれあい交流センター
28-6247

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

4/ 9（月）川之江体育館 自由遊び主体

4/10（火）川之江図書館 おはなし主体

4/12（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

4/24（火）妻鳥保育園 0歳児主体

親子ふれあいあそび

※申し込み不要、誰でも参加できます
乳児保育所こども村　56-1310

体操や手遊び、育児相談

「紙・コレクション 2018」参加者募集 !!

7/29（日）

①ファッションショーモデル

※衣装はモデル側で自作。作り方教えます

②ボランティアサポートスタッフ

　 4/2（月）～ 5/7（月）　

「紙おどり」参加連募集 !!

7/28（土）19：00 ～

川之江地区商店街周辺

　 4/2（月）～ 5/7（月）　

「紙まつり」ボランティアスタッフ募集!!

7/28（土）・7/29（日）

 　イベント運営補助

 　高校生以上

　 4/2（月）～ 5/7（月）　

「飾るてんびん」の絵（書）募集 !!

　 4/2（月）～ 4/27（金）

※先着 16枠。作品用紙は事務局で配布

【作品締切日】6/15（金）まで

※作品は7月中旬から約1か月飾り、
優秀作品には賞金または賞品を贈呈

4/25（水）8：30 ～

喜多郡内子町

※集合場所　伊予三島運動公園駐車場

（青果市場北側）

歴史感じる
ゆっくりウォーク‘18

江戸から明治にかけ木蝋で栄た商
人の町を散策します。
2,000 円 / 人（バス代、昼食代、
資料館入館料、保険代含む）
40名（先着順）
4/11（水）8：30 ～ 4/18（水）
伊予三島運動公園体育館に備え付
けの申込書に参加費を添えてお申
込みください。
※申し込みは 1人 2名まで
伊予三島運動公園体育館
28-6071

要申込

【開館時間】10：00 ～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、（祝日の場

合は翌平日）　

　28-6257
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「伊予からの風　純信連」2018 踊り子募集

　18 歳で郷里を出て、東京での学生生活を経た後、
横浜の弘明寺、東京の荻窪、横浜の桜木町に移り住み、
結婚と同時に横須賀市久里浜へ居を構え、在住 40 余
年になりました。当地は海抜 50 ｍの丘の上、海まで
数 100 ｍの温暖な地です。
　会社退職後の活動課題は山ほどある中で、一番最初
は父が残した記録をもとに当家の生い立ちを、実兄と
一緒に小冊子にまとめること。それを 2 か月で終え、
次に妻と 2人で、四国遍路に出かけました。車とはい
え、駆け足の様に 9日間でまわり終えたものの、ゆっ
くりと一人で、歩き遍路を区切りながら行こうと思い
立ち、ただいま高知で一休みです。
　現在いろいろな会に所属していますが、その一つ、
大手プラントメーカーの、四国出身者約 40 名のメン
バーで「雑談四国会」を立ち上げました。総会を含め
て年 3回の集まりと、年 2回のゴルフコンペを行って
います。5 年前には四国での支部総会を行い、愛媛県
の瀬戸内 (新居浜、霧の森泊、しまなみなど）を旅行
しました。3 年ごとに支部総会を開催しようと、一昨
年は内子、大洲、宇和島を回りました。足摺岬、須崎、
中土佐町の大正町市場で本場の鰹たたきの昼食をいた
だきみんな大満足。この旅は車に乗ると大雨に降られ，
観光地ではぴたりとやむ。これは皆が普段から精進し
ているお陰だと豪語したものです。高知城下の朝市見
物をし、一路四国中央市へ。
　高速道路の高知道を走り、川之江近くの高台から製
紙工場の高い煙突群、その先に広がる燧灘、わが故郷
の景観を満喫してもらいました。
　伊予三島駅で別れ、楽しい四国旅行を終えましたが、
次回 3年後を楽しみにしています。
　座禅の会、三浦横須賀地区檀家の代表者会、高校同
窓会、鈴木姓関東地区同好の会、仕事の延長の会など、
たくさんの方が集まる会で、パッと目を引く「しこちゅ
～」マーク入りの名刺で故郷を大いにＰＲしています。

【主な経歴】
昭和 39 年　法政大学卒業、東京計装㈱　
　　　　　 入社
平成 14 年　同社　常任顧問就任
平成 25 年　第 9 代三島高等学校菱門同窓
　　　　　 会関東支部長就任

鈴木　将夫 さん
（昭和 17 年下柏町生まれ、神奈川県在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

三島高等学校菱門同窓会　関東支部長

■申込日＆説明会

　4/21（土）19：30 ～　
　伊予三島運動公園体育館 メインアリーナ
　150 名（小学 5年生以上）
　会費、印鑑、申込用紙、証明写真（3cm × 4cm）
　※詳しくはホームページをご参照ください
■練習

　6/2 ～毎週土・日曜日　19：00 ～ 21：30
　伊予三島運動公園体育館　
　川之江体育館
　090-2891-5805（藤田）
　jsrjpjp@yahoo.co.jp
  http://junshin.ohuda.com
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編集 ･発行

演劇・俳句の世界
一緒に感動を味わいに行きませんか！

四国中央ふれあい大学情報発信事業

申し込み・問い合わせ

四国中央ふれあい大学事務局（商工会館 2階　文化・
スポーツ振興課内）
28-6043
※事務局へ負担金を持参いただくことにより申し込み
完了です（電話予約不可）
※キャンセル料は各公演日の 3 週間前から発生します
のでご注意ください

「演劇にふれよう」

　5/20（日）12：00（本庁舎西隣に集合）
坊っちゃん劇場で「よろこびのうた」観劇
帆風成海さん主演（川之江町出身、元タカラジェンヌ）
2,000 円（チケット、バス交通費）　
40 名（先着順）   
4/25（水）まで

坊っちゃん劇場で「よろこびのうた」観劇、
子規記念博物館観覧
3,000 円（チケット、バス交通費、昼食代、入館料）
各 40 名（先着順）   
① 4/27（金）、② 5/16（水）まで

「まちを行く　演劇・俳句の世界」

　① 5/27（日）　② 6/10（日）

　いずれも 8：30（本庁舎西隣に集合）
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